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ある。TMP の各画分の Py-GC/MS では 8 種のリグニン由来熱分解物（Guaiacol, 4-Methylguaiacol, 








EFB酵素処理分離リグニンの Py-GC/MSでは 8種のリグニン由来熱分解物（Guaiacol, 4-Methylguaiacol, 
4-Vinylguaiacol, Syringol, 4-Methysyringol, trans-Isoeugenol, 4-Vinylsyringol, 
4-trans-Prophenylsyringol）、2 種の酵素由来熱分解物（Indole, Methylindole）、およびパルミチン酸のピ
ークが検出され、含有量はリグニン（19-44%）、酵素（12-44%）、およびパルミチン酸（0.11-0.28%）であ







               審   査   の   要   旨 
  
本論文は，ヤシ油産業の主要廃棄物であるアブラヤシ空果房の利用方法として、パルプとバイオエタノール
を製造する方法に着目し、その利用を促進するための基礎的知見を得るために、パルプに残留するリグニンを
定量し、その構造を解析する熱分解ガスクロマトグラフィー・マススペクトロメトリーによる方法を提案して
いる。新規で有用な知見と信頼性のある方法が示されており、得られた知見は廃棄物利用の拡大に貢献するも
のと期待できる。 
平成28年11月9日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
